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は
じ
め
に

　

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
に
あ
る
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
古
籍
文
献
研
究

所
に
、
一
九
世
紀
初
頭
に
サ
ハ
リ
ン
島
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
（
現K

orsakov

、
旧
大

泊
）
で
記
さ
れ
た
二
冊
の
交
易
帳
簿
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
日
本
の
商
人

に
よ
り
作
成
さ
れ
た
和
文
の
記
録
で
、
サ
ハ
リ
ン
島
の
南
縁
部
ア
ニ
ワ
湾
岸
の
ア
イ

ヌ
と
の
交
易
に
際
し
て
つ
け
ら
れ
た
経
営
帳
簿
で
あ
る
。

　

現
在
こ
の
帳
簿
に
つ
き
、
同
研
究
所
と
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
と
の
間
で
共
同
研

究
が
進
め
ら
れ
て
い
る（

（
（

。
報
告
者
は
こ
の
共
同
研
究
に
参
加
す
る
幸
運
を
得
て
き
て

お
り
、
そ
の
成
果
の
一
端
を
、
こ
こ
に
ご
報
告
申
し
上
げ
た
い（

（
（

。

一
：
帳
簿
の
特
色

　

こ
の
二
冊
の
帳
簿
は
、
以
下
の
点
で
大
変
貴
重
な
記
録
と
評
価
で
き
る
。
一
点
め

は
、
サ
ハ
リ
ン
島
現
地
の
機
関
で
作
成
さ
れ
た
文
字
史
料
と
し
て
の
古
さ
で
あ
る
。

和
文
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
漢
文
・
満
文
・
露
文
の
文
献
で
も
、
こ
の
帳
簿
以
前
の

も
の
は
知
ら
れ
て
い
な
い（

（
（

。

　

二
点
め
は
、
こ
の
帳
簿
が
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
に
所
在
す
る
に
至
る
経
緯
に

つ
い
て
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
き
、
現
在
帳
簿
の
ロ
シ
ア
語
訳
を
進
め
て
お
ら
れ

る
東
洋
古
籍
文
献
研
究
所
の
ワ
ジ
ム
・
ク
リ
モ
フ
上
級
研
究
員
は
、
帳
簿
の
記
載
下

限
に
着
目
し
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る（

（
（

。
す
な
わ
ち
、
露
暦
一
八
〇
六
年
一
〇

月
一
〇
日
～
一
九
日
（
西
暦
一
八
〇
六
年
一
〇
月
二
二
日
～
三
一
日
／
和
暦
文
化
三

年
九
月
一
一
日
～
二
〇
日
）
に
、
遣
日
本
ロ
シ
ア
使
節
レ
ザ
ノ
フ
の
部
下
で
あ
っ
た

露
米
会
社
員
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
と
ダ
ヴ
ィ
ド
フ
ら
が
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
に
あ
っ
た
日
本

の
交
易
番ば

ん

家や

（
番
屋
）
を
襲
撃
し
た
事
件
が
あ
り
、
そ
の
際
に
接
収
さ
れ
た
も
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
の
で
あ
る（

（
（

。
帳
簿
の
来
歴
そ
れ
自
身
か
ら
、
一
九
世
紀
初
頭
の

日
露
関
係
を
考
え
る
こ
と
で
き
る
と
い
う
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
指
摘
は
、
ク
ン
ス
ト
カ
ー
メ
ラ
（
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
人
類
学
・
民
族

学
博
物
館
）
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
シ
ニ
ー
ツ
ィ
ン
上
級
研
究
員
に
よ
る
、
科
学
ア

カ
デ
ミ
ー
文
書
館
部
門
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
支
部
所
蔵
文
書
で
あ
る
「
露
米
会

社
に
帰
属
す
る
日
本
の
品
物
目
録
。
会
社
か
ら
帝
室
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
ク
ン
ス
ト

カ
ー
メ
ラ
に
も
送
付
。
目
録
の
日
付
一
八
一
四
年
四
月
六
日
」
と
題
さ
れ
た
目
録
を

も
と
に
し
た
考
察
と
も
符
合
し
て
興
味
深
い

（
（
（

。
こ
の
目
録
に
含
ま
れ
る
二
個
の
「
偶

像
入
れ
（
厨
子
？
）」
は
「
サ
ハ
リ
ン
島
ア
ニ
ワ
湾
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
」
と

記
さ
れ
て
お
り
、
他
の
目
録
と
比
較
検
討
す
る
と
、
こ
の
目
録
に
記
載
さ
れ
た
日
本

の
物
品
は
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
と
ダ
ヴ
ィ
ド
フ
が
持
ち
出
し
た
も
の
と
み
て
よ
い
と
い

う
。
こ
の
目
録
の
な
か
に
「
帳
簿
二
冊
」
が
含
ま
れ
て
お
り
、
シ
ニ
ー
ツ
ィ
ン
氏
は

こ
れ
を
大
福
帳
・
簾
貸
帳
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
き
ク
リ
モ
フ

氏
の
整
理
に
よ
る
と（

（
（

、
二
冊
の
帳
簿
は
東
洋
古
籍
文
献
研
究
所
の
前
身
で
あ
る
ア
ジ

研
究
報
告ロ

シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
古
籍
文
献
研
究
所
サ
ハ
リ
ン
ア
イ
ヌ
交
易
帳
簿
の

研
究
概
報
─
一
九
世
紀
初
頭
ア
ニ
ワ
湾
岸
地
域
に
お
け
る
交
易
の
す
が
た
─
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ア
博
物
館
で
一
八
六
四
年
に
目
録
が
作
成
さ
れ
た
「
ブ
ロ
ッ
セ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

の
一
部
を
な
し
た
と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
指
摘
が
妥
当
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
一
八
一

四
年
か
ら
一
八
六
四
年
の
間
に
二
冊
の
帳
簿
は
露
米
会
社
の
手
を
離
れ
た
こ
と
に
な

る
（
（
（

。

　

三
点
め
は
、
サ
ハ
リ
ン
・
ア
イ
ヌ
と
日
本
と
の
交
易
を
詳
細
に
知
る
こ
と
が
で
き

る
、
最
も
早
い
時
期
の
一
次
史
料
と
み
な
さ
れ
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

さ
ら
に
ふ
た
つ
の
意
味
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
サ
ハ
リ
ン
島
に
お
け
る
松
前
藩
の
特

許
を
得
た
日
本
商
人
に
よ
る
恒
常
的
な
交
易
施
設
が
設
置
さ
れ
た
の
が
寛
政
二
年

（
一
七
九
〇
）
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら（

（
（

、
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
前
後
に
お
け
る
サ

ハ
リ
ン
現
地
の
ア
イ
ヌ
と
の
商
品
取
引
を
反
映
し
て
い
る
二
冊
の
帳
簿
は
、
そ
の
ご

く
初
期
の
実
態
を
示
す
価
値
が
あ
る
と
い
う
点
。
い
ま
ひ
と
つ
は
、
蝦
夷
地
全
体
を

見
渡
し
た
場
合
で
も
、
一
九
世
紀
初
頭
の
対
ア
イ
ヌ
交
易
帳
簿

（
（1
（

は
現
在
知
ら
れ
て
お

ら
ず
、
従
っ
て
一
九
世
紀
初
頭
段
階
に
お
け
る
対
ア
イ
ヌ
交
易
の
実
態
を
知
る
こ
と

の
で
き
る
一
次
史
料
と
し
て
稀
有
の
記
録
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
る
点
が
そ
れ
で
あ

る
。

二
：
帳
簿
の
概
要

　

さ
て
、
こ
こ
で
二
冊
の
帳
簿
の
概
要
を
お
示
し
し
た
い
。
二
冊
の
帳
簿
の
表
紙
は
、

そ
れ
ぞ
れ
「
大だ

い

福ふ
く

帳ち
ょ
う」（

所
蔵
番
号
Ａ
47
）
お
よ
び
「
簾

す
だ
れ

貸が
し

帳ち
ょ
う」（

所
蔵
番
号
Ａ
48
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
に
は
記
載
年
が
書
か
れ
て
お
り
、「
大
福
帳
」
は
文
化
二

年
（
一
八
〇
六
）
三
月
、「
簾
貸
帳
」
は
文
化
二
年
閏
八
月
と
記
さ
れ
て
い
る
。
裏

表
紙
に
は
作
成
者
の
記
載
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
番
家
と
書
か
れ
て

い
る
。

　

体
裁
は
和
紙
に
墨
で
書
か
れ
た
横
長
右
綴
じ
の
簿
冊
で
、「
大
福
帳
」
は
縦
一
二
．

〇
㎝
、
横
三
二
．
〇
㎝
、
高た

か
さ一

三
．
七
㎝
、「
簾
貸
帳
」
は
縦
一
二
．
二
㎝
、
横
三
二
．

〇
㎝
、
高
三
．
四
㎝
の
大
き
さ
で
あ
る
。
丁
数
は
「
大
福
帳
」
が
六
二
五
丁
（
一
二

五
〇
頁
）、「
簾
貸
帳
」
が
一
一
九
丁
（
二
三
八
頁
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

記
載
内
容
は
、
番
家
に
よ
る
ア
イ
ヌ
個
人
ご
と
の
年
間
取
引
の
記
録
で
あ
り
、
和

製
品
貸
付
と
ア
イ
ヌ
産
品
買
入
れ
を
逐
一
記
録
し
、
決
算
記
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。

各
人
に
決
算
記
録
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
労
働
力
を
集
約
し
得
る
惣
乙
名
層
の
姿（

（1
（

を
こ

の
時
期
こ
の
地
域
の
ア
イ
ヌ
社
会
に
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
よ
う
だ
。
ま
た
、
前
貸

清
算
の
か
た
ち
を
と
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
天
保
期
以
降
一
般
化
す
る
、
給
米
の
代

価
に
労
働
力
を
販
売
す
る
雇
傭
の
形
態
は
と
っ
て
い
な
い
こ
と
に
も
注
目
し
て
お
き

た
い
。
こ
の
時
期
こ
の
地
域
の
ア
イ
ヌ
社
会
と
番
家
と
の
関
係
は
、
単
婚
小
家
族
を

生
産
単
位
と
す
る
自
分
稼
に
立
脚
し
た
交
易
を
軸
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
指

摘
で
き
る
か
ら
で
あ
る（

（1
（

。

　

記
載
の
上
限
は
寛
政
一
二
年
（
一
八
〇
〇
）
八
月
二
一
日
の
貸
付
記
録
（「
大
福

帳
」
５
５
１
オ
）、
下
限
は
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
年
）
九
月
五
日
の
「
か
や
か
し
」

の
記
録
（「
大
福
帳
」
４
９
１
ウ
～
４
９
２
オ
）
で
あ
る
が
、
中
核
と
な
る
記
載
は

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
分
の
決
算
記
録
と
な
っ
て
い
る
。

　

取
引
対
象
は
「
大
福
帳
」
で
一
八
四
人
（
男
性
）、「
簾
貸
帳
」
で
一
九
〇
件
（
女

性
）
で
あ
る
。
帳
簿
の
上
端
（
上
小
口
）
に
は
見
出
し
の
付
箋
が
貼
付
さ
れ
て
お
り
、

「
大
福
帳
」
で
は
取
引
相
手
の
名
と
居
住
地
と
が
、「
簾
貸
帳
」
で
は
取
引
相
手
の
居

住
地
の
み
が
そ
れ
ぞ
れ
そ
こ
に
記
さ
れ
る（

（1
（

。
先
述
の
通
り
、
取
引
対
象
の
ア
イ
ヌ
の

居
住
地
は
西
は
シ
ラ
ヌ
シ
（
現K

ril ,on

、
旧
白
主
）
か
ら
東
は
シ
レ
ト
コ
（
現

m
.A

niva

、
旧
中
知
床
岬
）
ま
で
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
ア
ニ
ワ
湾
岸
に
位
置
し
て
い

る
。
札
幌
学
院
大
学
の
白
石
英
才
准
教
授
（
ア
イ
ヌ
語
学
・
ニ
ヴ
フ
語
学
）
に
よ
る

と
、
二
冊
の
帳
簿
は
一
九
世
紀
初
頭
の
サ
ハ
リ
ン
に
お
け
る
男
女
両
性
の
ア
イ
ヌ
名

が
大
規
模
に
記
さ
れ
た
一
次
史
料
と
し
て
、
言
語
学
的
に
も
注
目
さ
れ
る
と
い
う
。

三
：
一
九
世
紀
初
頭
の
サ
ハ
リ
ン

　

次
に
、
帳
薄
の
記
さ
れ
た
当
時
の
サ
ハ
リ
ン
の
状
況
に
つ
き
述
べ
て
お
き
た
い
。
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千
島
列
島
方
面
へ
の
ロ
シ
ア
の
進
出
に
対
応
す
べ
く
、
幕
府
は
寛
政
一
一
年
（
一
七

九
九
）
九
月
ま
で
に
東
蝦
夷
地
（
蝦
夷
島
の
太
平
洋
側
と
南
千
島
）
を
上
知
し
た
。

一
方
、
西
蝦
夷
地
（
蝦
夷
島
の
日
本
海
側
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
側
と
サ
ハ
リ
ン
南
部
）

は
松
前
藩
の
支
配
を
継
続
さ
せ
た
。
西
蝦
夷
地
の
上
知
が
決
定
し
た
の
は
文
化
四
年

（
一
八
〇
七
）
三
月
二
二
日
で
あ
り
、
そ
れ
が
実
施
さ
れ
た
の
は
同
年
九
月
二
七
日

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
帳
簿
に
年
代
の
記
載
が
あ
る
寛
政
一
二
年
か
ら
文
化
三
年
の
間

は
、
サ
ハ
リ
ン
は
松
前
藩
領
で
あ
っ
た
。

　

松
前
藩
は
寛
政
一
二
年
に
サ
ハ
リ
ン
の
経
営
を
藩
主
直
轄
と
し
た
。
そ
の
う
え

で
、
摂
津
国
兵
庫
湊
の
商
人
・
柴
屋
長
太
夫
に
経
営
の
実
務
を
委
任
し
た
（
場
所
請

負
の
形
態
は
と
ら
な
い（

（1
（

）。
藩
は
サ
ハ
リ
ン
支
配
の
拠
点
で
あ
る
勤
番
所
を
西
南
端

の
シ
ラ
ヌ
シ
に
置
き
、
藩
士
を
駐
在
さ
せ
た
。
同
時
に
柴
屋
の
経
営
拠
点
で
あ
る
運う

ん

上じ
ょ
う

家や

（
運
上
屋
）
も
シ
ラ
ヌ
シ
に
置
か
れ
た
。
シ
ラ
ヌ
シ
は
、
蝦
夷
島
北
端
の
西

蝦
夷
地
ソ
ウ
ヤ
（
宗
谷
）
へ
の
渡
り
口
で
あ
る
。

　

柴
屋
は
シ
ラ
ヌ
シ
の
運
上
家
の
出
張
所
で
あ
る
出
張
番
家
を
二
か
所
に
設
け
た
。

西
海
岸
（
間
宮
海
峡
沿
岸
）
の
ト
ン
ナ
イ
（
現K
holm

sk

、
旧
真
岡
）
と
、
東
海

岸
（
ア
ニ
ワ
湾
岸
）
の
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
で
あ
る
。
ト
ン
ナ
イ
の
出
張
番
家
は
、
シ

ラ
ヌ
シ
か
ら
ナ
ヨ
ロ
（
現Penzenskoye

、
旧
名
寄
）
ま
で
の
西
海
岸
の
水
産
物

を
集
荷
し
た
。
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
の
出
張
番
家
は
、
シ
ラ
ヌ
シ
か
ら
シ
レ
ト
コ
ま
で

の
ア
ニ
ワ
湾
岸
の
水
産
物
を
集
荷
し
た（

（1
（

。
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
番
家
で
作
成
さ
れ
た
二

冊
の
帳
簿
に
、
シ
ラ
ヌ
シ
か
ら
シ
レ
ト
コ
ま
で
の
ア
イ
ヌ
と
の
取
引
が
記
載
さ
れ
て

い
る
の
は
、
上
に
述
べ
た
柴
屋
の
経
営
体
制
と
合
致
す
る
。
記
載
年
代
と
柴
屋
の
経

営
年
代
も
合
致
し
て
お
り
、
二
冊
の
帳
簿
を
作
成
し
た
の
は
、
柴
屋
で
あ
る
と
判
断

さ
れ
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の
二
冊
の
帳
簿
が
、
ア
ニ
ワ
湾
岸
の
ア
イ
ヌ
と
柴
屋
と
の
交
易
の
全

容
を
示
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
点
に
、
注
意
を
要
す
る
。「
大
福
帳
」
に
は
主
に

水
産
物
の
取
引
が
記
さ
れ
、「
簾
貸
帳
」
に
は
主
に
簾
の
取
引
が
記
さ
れ
て
い
る
（
後

述
）。
当
時
日
本
が
欲
し
て
い
た
ア
イ
ヌ
産
品
は
、
水
産
物
（
肥
料
と
な
る
ニ
シ
ン

や
イ
ワ
シ
の
干
製
魚
肥
、
保
存
食
と
な
る
干
製
の
サ
ケ
・
マ
ス
・
ニ
シ
ン
、
中
国
向

輸
出
品
と
な
る
干
製
の
昆
布
・
ア
ワ
ビ
・
ナ
マ
コ
な
ど
）
や
手
工
業
品
の
ほ
か
に
、

「
軽か

る

物も
の

」
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
る（

（1
（

。「
軽
物
」
に
は
毛
皮
・
鳥
羽
な
ら
び
に
中
国
産

品
が
あ
っ
た
。
毛
皮
の
う
ち
テ
ン
や
ラ
ッ
コ
・
カ
ワ
ウ
ソ
は
「
小こ

皮か
わ

類る
い

」
と
呼
ば
れ
、

シ
ラ
ヌ
シ
に
来
航
す
る
山さ

ん

丹た
ん

人
（
ウ
リ
チ
民
族
）
と
の
交
易
物
資
と
な
っ
た（

（1
（

。
山
丹

人
は
「
小
皮
類
」
を
ア
ム
ー
ル
川
下
流
域
の
デ
レ
ン
に
あ
っ
た
清
朝
満
洲
仮か

府ふ

に
齎

も
た
ら

し
、
清
朝
か
ら
得
た
絹
織
物
の
官
服
（
蝦え

夷ぞ

錦に
し
き）

を
シ
ラ
ヌ
シ
へ
齎
す
中
継
交
易
を

行
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
時
期
に
は
サ
ハ
リ
ン
の
ア
イ
ヌ
も
清
朝
と
の
交
易
に
従
事

し
、
シ
ラ
ヌ
シ
で
中
国
産
品
を
交
易
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た（

（1
（

。
こ
れ
を
含
め
、
ア
ニ

ワ
湾
岸
の
ア
イ
ヌ
に
よ
る
「
軽
物
」
交
易
に
つ
い
て
は
、「
大
福
帳
」・「
簾
貸
帳
」

か
ら
窺
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
別
の
帳
簿
に
よ
り
管
理
さ
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

四
：
帳
簿
に
み
え
る
交
易
の
す
が
た

　
「
大
福
帳
」
に
は
、
ア
ニ
ワ
湾
岸
の
ア
イ
ヌ
男
性
と
柴
屋
と
の
間
の
物
品
の
取
引

が
記
さ
れ
る
。柴
屋
か
ら
ア
イ
ヌ
に
渡
っ
た
「
貸
」
と
表
記
さ
れ
る
日
本
製
品
は
米
・

酒
・
鉄
製
品
・
煙
草
・
漆
器
・
木
綿
衣
類
な
ど
四
八
品
目
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
か
ら
柴

屋
に
渡
っ
た
「
受
」
と
表
記
さ
れ
る
産
品
は
一
五
品
目
で
、
春
は
ニ
シ
ン
、
夏
は
ナ

マ
コ
、
秋
は
サ
ケ
が
多
く
、
鯨
も
目
に
つ
く
。
ナ
マ
コ
は
煎
海
鼠
に
加
工
さ
れ
て
の

集
荷
で
、
鮭
の
多
く
は
「
阿
達
」（

≒

ア
イ
ヌ
語atat

：
干
鮭
）
に
加
工
さ
れ
て
い
る
。

鯨
は
干
肉
（「
櫂か

い
く
じ
ら鯨

」）
に
加
工
さ
れ
る
場
合
と
生
肉
を
樽
に
詰
め
る
場
合
が
あ
る
が
、

後
者
は
油
と
さ
れ
た
よ
う
だ
。
決
算
は
概
ね
七
月
末
頃
に
行
な
わ
れ
、
ア
イ
ヌ
各
人

に
「
下く

だ

り
」（
赤
字
）
も
し
く
は
「
過か

上じ
ょ
う」（

黒
字
）
が
出
て
い
る
。「
過
上
」
と
な
っ

て
い
る
の
は
一
八
四
人
中
六
七
人
で
、
全
体
の
三
六
．
四
％
で
あ
る
。
決
算
後
春
漁

ま
で
の
冬
季
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
へ
の
日
本
製
品
貸
付
は
「
か
や
か
し
」
と
表
記
さ
れ
、

©2014 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo
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決
算
時
の
「
下
り
」（
＝
「
残
り
か
し
」）
と
と
も
に
固
定
負
債
と
し
て
次
の
決
算
時

に
一
括
し
て
清
算
さ
れ
る
よ
う
だ
。
漁
期
の
日
本
製
品
貸
付
は
ア
イ
ヌ
産
品
入
荷
ご

と
に
相
殺
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
か
ら
、
取
引
は
本
来
、
相あ

い

対た
い

交
易
が
原
則
だ
っ

た
よ
う
だ
が
、
次
第
に
前ま

え

貸が
し

清せ
い

算さ
ん

の
比
重
が
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
と
み
な
さ
れ

る
（
（1
（

。

　
「
簾
貸
帳
」
に
は
、
ひ
と
つ
の
特
徴
が
あ
る
。
取
引
相
手
の
ア
イ
ヌ
の
名
前
が
、

お
そ
ら
く
す
べ
て
女
性
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
点
が
そ
れ
で
あ
る
。
交
易
さ
れ
る
日

本
製
品
は
「
大
福
帳
」
と
重
な
る
が
、
酒
が
取
引
さ
れ
て
い
な
い
。
ア
イ
ヌ
産
品
は

簾
と
苫と

ま

が
そ
の
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
の
伝
統
的
な
習
慣
で
は
、
簾
や
苫
を
編

む
の
は
女
性
の
技
術
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
反
映
す
る
の
だ
ろ
う（

（2
（

。
ア
イ
ヌ
女
性
に

よ
る
交
易
品
出
荷
を
示
す
帳
簿
は
他
に
類
例
が
な
く
、
貴
重
で
あ
る
。
簾
は
年
間
で

二
三
八
七
枚
規
模
、
苫
は
一
三
二
枚
規
模
が
取
引
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
用
途
は
解
釈

に
苦
し
む
が
、
簾
は
水
産
物
の
干
製
に
、
苫
は
帆
に
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

取
引
に
は
相
対
交
易
（「
現げ

ん

金き
ん

之の

口く
ち

」）
と
前
貸
清
算
（「
簾

す
だ
れ

貸が
し

」・「
苫と

ま

貸が
し

」）
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
前
貸
は
、
お
お
む
ね
七
～
一
〇
月
に
和
製
品
を
受
け
取
り
、
翌
年
一
～
三

月
に
製
品
を
納
め
清
算
し
て
い
る
か
ら
、
ア
ニ
ワ
湾
岸
の
ア
イ
ヌ
女
性
に
と
っ
て
簾

や
苫
の
生
産
は
冬
の
漁
閑
期
の
生
業
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
両
者
の
規
模
は
、

決
算
記
載
の
あ
る
文
化
二
年
の
簾
貸
が
簾
一
八
四
一
．
五
枚
、
文
化
三
年
の
簾
現
金

交
易
が
簾
五
四
六
枚
で
あ
り
（
前
記
二
三
八
七
枚
の
内
訳
）、
前
貸
清
算
の
比
重
が

高
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

更
に
、「
簾
貸
帳
」
の
末
尾
に
、
文
化
三
年
正
月
の
「
早さ

切き
り

」
の
現
金
交
易
決
算

の
記
載
が
あ
る（

（2
（

。
近
世
の
松
前
・
蝦
夷
地
に
お
い
て
「
早
切
」
と
は
「
棹
」
と
も
い

い
、
身み

が
き
に
し
ん

欠
鯡
を
吊
り
下
げ
て
干
製
す
る
た
め
に
木
架
に
渡
さ
れ
る
細
い
木
製
の
棒
を

指
す

（
（2
（

。
記
載
に
よ
る
と
、「
久
春
古
丹
幷
ヲ
フ
ヱ
泊
り
・
ウ
ミ
ユ
シ
内
鯡
場
納
屋（

（2
（

共

ニ
」
と
し
て
、
早
切
四
八
〇
〇
本
を
番
家
が
受
け
取
り
、
代
価
と
し
て
一
二
七
把
の

煙
草
と
九
二
盃
の
「
や
ゝ
酒
」（

≒

ア
イ
ヌ
語yayan-sake

：
並
酒
）
が
ア
イ
ヌ
に

渡
さ
れ
て
い
る
（
レ
ー
ト
は
早
切
三
五
本
で
煙
草
一
把
）。
こ
の
決
算
後
二
月
ま
で

の
間
に
、
さ
ら
に
現
金
交
易
で
早
切
七
〇
〇
本
と
煙
草
二
〇
把
が
交
易
さ
れ
て
い

る
。
五
五
〇
〇
本
の
早
切
が
、
こ
の
時
期
に
ア
ニ
ワ
湾
岸
の
三
ヶ
所
の
鯡
場
に
備
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
記
載
で
あ
る
。
簾
の
集
荷
規
模
と
照
ら
し
て

も
、
す
で
に
大
規
模
な
身
欠
鯡
生
産
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
髣
髴
と
さ
れ
る
。
早

切
の
集
荷
が
一
月
と
二
月
に
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
簾
貸
や
苫
貸
の
場
合
と
同
様
の

構
図
で
あ
り
、
そ
の
生
産
（
集
積
）
が
冬
季
（
秋
漁
の
後
）
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

を
示
唆
す
る
。

　

早
切
交
易
の
差
引
勘
定
が
「
簾
貸
帳
」
に
記
さ
れ
た
の
は
、
女
性
に
よ
る
生
産
で

あ
っ
た
か
ら
か
、
あ
る
い
は
生
産
者
の
性
別
と
は
無
関
係
に
干
製
用
具
と
し
て
の
共

通
性
を
反
映
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
か
は
判
然
と
し
な
い
。
早
切
は
編
み
物
で
は
な

く
、
交
易
品
と
し
て
酒
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
の
見
ら
れ
な
い
簾
貸
・
簾

現
金
交
易
と
は
異
な
っ
た
側
面
（
た
と
え
ば
、
男
性
に
よ
る
生
産
も
あ
っ
た
可
能
性

な
ど
）
を
、
あ
る
い
は
見
て
取
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

　

一
方
、「
簾
貸
帳
」
に
は
、
女
性
の
水
産
物
生
産
へ
の
従
事
が
髣
髴
と
さ
れ
る
記

事
も
あ
る
。
和
製
品
の
相
対
交
易
で
納
入
さ
れ
る
簾
が
不
足
し
残
貸
（
ア
イ
ヌ
側
の

負
債
）
が
出
た
場
合
や
簾
の
納
入
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
、
し
ば
し
ば
「
数
子
帳

に
入
」
と
す
る
記
載
が
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
簾
の
相
対
交
易
で
負
債

が
出
た
場
合
、「
数
子
帳
」
に
そ
の
負
債
を
移
し
、
差
引
勘
定
す
る
と
い
う
帳
簿
上

の
処
理
が
一
般
的
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。「
数
子
」
は
ニ
シ
ン
の
魚
卵
を
指
す
と
考
え

ら
れ
、
そ
の
生
産
（
出
荷
・
雇
用
）
に
関
す
る
帳
簿
が
別
に
存
在
し
た
こ
と
に
な
り
、

簾
生
産
者
の
鯡
漁
へ
の
従
事
と
簾
の
用
途
と
の
連
関
が
浮
か
び
上
が
る
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
き
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
ソ
ウ
ヤ
場
所
御
試
交
易
の
記
録
に
、

次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
り
、
注
目
さ
れ
る
（【　

】
内
の
表
記
は
割
注
を
示
す
）。

　
　

鯡
の
腸
を
取
る
事
を
、
鯡
を
潰
す
と
い
ふ
。
右
鯡
つ
ぶ
し
の
時
は
メ
ノ
コ
の
す

る
業
な
り
。
是
を
繋
ぐ
は
男
夷
な
り
。（
中
略
）
数
の
子
は
、
鯡
潰
す
時
、
数
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の
子
、
白
子
、
笹
目
【
笹
目
と
い
ふ
は
鯡
の
ゑ
ら
の
事
な
り
】
に
撰
り
分
け
、

白
子
、
笹
目
は
上
方
へ
廻
し
田
畑
の
こ
や
し
と
成
。
近
江
、
美
濃
な
と
は
皆
此

肥
し
を
用
ゆ
。
外
の
こ
へ
を
用
る
よ
り
田
地
に
合
ふ
よ
し
な
り
。
白
子
今
は
食

用
に
も
い
た
す
よ
し
。
宗
谷
に
て
干
上
た
る
白
子
を
湯
煮
に
し
胡
麻
味
噌
に
て

あ
へ
、
飯
の
菜
と
な
し
食
し
て
み
る
に
、
風
味
至
て
よ
ろ
し
。
さ
て
数
の
子
、

白
子
を
干
す
に
は
、
鯡
の
腸
を
と
り
出
し
た
る
時
は
数
の
子
和
ら
か
に
て
、
直

に
干
ば
、
み
な
々
々
潰
れ
て
粉
に
成
な
り
。
故
に
数
の
子
を
撰
分
け
て
、
大
樽

か
又
は
箱
へ
入
て
二
、
三
日
も
寝
せ
置
時
は
堅
く
成
な
り
。
其
時
簾
又
は
筵
の

上
に
乗
て
干
上
る
な
り
。
白
子
は
直
に
干
上
る
な
り（

（2
（

。

　

す
な
わ
ち
、
鯡
つ
ぶ
し
は
「
メ
ノ
コ
」（
＝m

enoko

：
ア
イ
ヌ
女
性
）
の
仕
事

で
あ
り
、
鯡
本
体
を
納
屋
に
繋
ぐ
＝
身
欠
鯡
生
産
工
程
は
男
性
の
仕
事
で
あ
る
、
と

い
う
。
ま
た
、
鯡
つ
ぶ
し
の
際
に
出
る
白
子
を
干
製
す
る
に
は
、
簾
が
用
い
ら
れ
る

と
い
う
。
こ
の
記
録
の
別
の
箇
所
に
よ
る
と
「
鯡
漁
の
節
は
浜
辺
へ
出
、
鯡
の
腹
を

鯖
差
を
以
て
是
を
さ
き
、
数
の
子
、
白
子
等
はマ

マ

撰
む
事
は
メ
ノ
コ
の
役
な
り（

（2
（

」
と
あ

り
、
ア
イ
ヌ
女
性
に
よ
る
数
の
子
・
白
子
生
産
が
一
九
世
紀
初
頭
の
ア
ニ
ワ
湾
岸
の

対
岸
に
あ
た
る
ソ
ウ
ヤ
で
一
般
的
だ
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
松
前

蝦
夷
地
に
お
い
て
鯡
〆
粕
の
生
産
が
本
格
化
す
る
の
は
、
鯡
漁
に
大
網
使
用
が
許
さ

れ
る
弘
化
年
間
以
降
と
さ
れ
る（

（2
（

。
さ
き
に
掲
出
し
た
寛
政
四
年
の
記
録
に
は
「
白
子
、

笹
目
は
上
方
へ
廻
し
田
畑
の
こ
や
し
と
成
。
近
江
、
美
濃
な
と
は
皆
此
肥
し
を
用
ゆ
」

と
あ
り
、
こ
の
時
期
の
ソ
ウ
ヤ
に
お
け
る
鯡
肥
は
〆
粕
で
は
な
く
、
干
製
の
笹
目
・

白
子
に
よ
り
製
造
さ
れ
、
上
方
方
面
に
出
荷
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る（

（2
（

。「
簾
貸

帳
」
に
記
さ
れ
る
大
量
の
簾
・
早
切
は
、
サ
ハ
リ
ン
南
縁
ア
ニ
ワ
湾
岸
に
お
け
る
鯡

〆
粕
生
産
導
入
以
前
の
鯡
漁
業
の
姿
を
示
し
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
生
産
と
交
易
と
に
簾
生
産
者
た
る
ア
イ
ヌ
女
性
が
一
貫
し
て
あ
た
っ
て
い

た
と
す
る
な
ら
ば
、
冬
の
本
拠
地
で
の
簾
・
苫
生
産
に
加
え
早
切
生
産
、
春
の
鯡
場

へ
赴
い
て
の
数
の
子
な
ら
び
に
魚
肥
（
白
子
・
笹
目
）
生
産
と
い
う
、
一
九
世
紀
初

頭
ア
ニ
ワ
湾
岸
地
域
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
女
性
の
対
番
家
交
易
品
生
産
サ
イ
ク
ル
が
描

け
る
こ
と
に
な
り
、
重
要
な
デ
ー
タ
で
あ
る
。
慎
重
な
分
析
を
期
し
て
い
き
た
い
。

五
：
ウ
シ
ュ
ナ
イ
の
イ
タ
ラ
ヱ
相ア
イ

ノ
一
家
の
生
産
活
動

　

最
後
に
、
二
冊
の
帳
簿
か
ら
み
え
る
具
体
例
を
挙
げ
、
ご
紹
介
し
て
み
た
い
。
ア

ニ
ワ
湾
岸
ウ
シ
ュ
ナ
イ
（
ウ
シ
ョ
ウ
ン
ナ
イ
）
の
イ
タ
ラ
ヱ
相
ノ
と
い
う
人
物
と
、

そ
の
家
内
の
生
産
活
動
の
復
元
を
試
み
る
。
ウ
シ
ュ
ナ
イ
は
旧
樺
太
・
大
泊
郡
千
歳

村
大
字
千
歳
字
二
ノ
沢
（
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
〔
大
泊
〕
の
西
北
約
4
㎞
）
に
あ
た
り
、

享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
の
記
録
で
は
「
夷
家
三
軒
」
と
記
さ
れ
る（

（2
（

地
で
あ
る
。

　
「
大
福
帳
」
に
は
イ
タ
ラ
ヱ
相
ノ
の
項
目
が
あ
り（

（2
（

、「
簾
貸
帳
」
に
は
そ
の
姉
ヱ
モ

ン
ル
ヱ
マ（

（3
（

、
女
房
ヌ
ル
ル
ケ（

（3
（

、
目
掛
セ
ン
マ
ツ（

（3
（

の
項
目
が
あ
る
。
つ
ま
り
イ
タ
ラ
ヱ

相
ノ
一
家
に
は
本
人
・
姉
・
女
房
・
目
掛
の
四
人
の
生
産
者
が
包
含
さ
れ
て
い
た
と

目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
四
名
が
柴
屋
の
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
番
家
と
取
引
を
行
っ

て
い
た
。
以
下
、
そ
の
取
引
の
様
子
を
示
す
た
め
に
作
成
し
た
【
図
1
】
に
拠
り
な

が
ら
具
体
的
に
確
認
し
て
み
た
い
。

　

イ
タ
ラ
ヱ
相
ノ
は
文
化
元
年
一
〇
月
～
翌
二
年
七
月
の
間
の
取
引
に
お
い
て
、
二

把
半
の
負
債
（
下
り
）
が
生
じ
て
い
る（

（3
（

。
内
訳
は
、
古
手
一
枚
・
米
一
俵
半
・
煙
草

二
把
・
糀
一
俵
五
合
の
貸
付
（
計
一
六
俵
一
把
）
を
受
け
、
鯡
一
〇
〇
束

（
（3
（

と
煎
海
鼠

五
〇
〇
粒
（
計
一
五
俵
一
把
半
）
を
渡
し
て
い
る
。
和
製
品
の
貸
付
は
一
〇
月
・
三

月
・
六
月
で
あ
り
、
鯡
の
出
荷
は
五
月
・
六
月
、
煎
海
鼠
の
出
荷
は
七
月
で
あ
り
、

前
貸
清
算
の
か
た
ち
と
な
っ
て
い
る
。
煎
海
鼠
は
ウ
シ
ュ
ナ
イ
で
は
な
く
ト
ヲ
フ
チ

で
出
荷
し
て
お
り
、
海
鼠
引
場
へ
の
出
漁
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
決
算

は
煎
海
鼠
出
荷
後
の
七
月
で
あ
る
。
決
算
後
、
六
升
入
鍋
（
代
価
一
三
俵
半
）
の
貸

付
を
受
け
て
お
り
、
そ
れ
は
「
か
や
か
し
」
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　

次
年
度
（
文
化
三
年
）
に
イ
タ
ラ
ヱ
相
ノ
は
、
文
化
三
年
三
月
と
四
月
に
煙
草
二

把
と
「
や
ゝ
酒
」
四
盃
の
貸
付
を
受
け
、
こ
れ
に
理
由
は
定
か
で
は
な
い
が
煙
草
六
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【図1】北蝦夷地ウシユ内（ウシュナイ）イタラヱ相ノ（イタラヱアイノ）一家の交易状況�

　享和 2年（1802）　　　 米1升　　　　　　　 ヌルルケ　　→ №59ハリヤンマ渡米で相殺？
　享和 3年（1803）　　　 煙草1把・米1升　　　ヱモンルヱマ→　　　　　　簾10枚（10枚分貸）
　文化元年（1804）10/9　耳金1提・夷椀2　　　ヌルルケ　　→ 文化2/1/3　簾10枚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→ 文化2/3/8　簾10枚
　文化元年（1804）10/10 煙草1把　　　　　　 ヱモンルヱマ→ 文化2/2/3　簾10＋5枚
　文化元年（1804）10/22 古手1枚　　　　　　 イタラヱ相ノ→（貸）
　文化元年（1804）10/22 新庄米1俵　　　　　 イタラヱ相ノ→（貸）
　文化元年（1804）10/22 八升入糀1俵　　　　 イタラヱ相ノ→（貸）
　文化 2年（1805）3/1　 煙草1把　　　　　　 イタラヱ相ノ→（貸）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イタラヱ相ノ→ 文化2/5/29 鯡80束（受）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イタラヱ相ノ→ 文化2/6/4　鯡20束（受）
　文化 2年（1805）6/4　 米半俵　　　　　　　イタラヱ相ノ→（貸）
　文化 2年（1805）6/4　 糀5合　　　　　　　 イタラヱ相ノ→（貸）
　文化 2年（1805）6/4　 煙草1把　　　　　　 イタラヱ相ノ→（貸）
　文化 2年（1805）7/1　 （トヲフチ受）　　　　イタラヱ相ノ→ 文化2/7/1　煎海鼠600粒（受）

　　〆　　　　イタラヱ相ノ　貸16俵1把－受15俵1把半＝2把半下り（負債）
　　かやかし　イタラヱ相ノ　6升入鍋1枚（代13俵半）

　文化 2年（1805）秋　　 煙草1把　　　　　　センマツ　　→ 文化3/1/30 簾10枚
　文化 2年（1805）秋　　 煙草1把　　　　　　ヌルルケ　　→ 文化3/1/30 簾10枚
　文化 2年（1805）10　　 煙草1把・耳金1提　 ヱモンルヱマ→（相対交易）簾15枚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　　　　　　外に5枚預
　文化 3年（1806）1/26　 煙草1把　　　　　　ヱモンルヱマ→（相対交易）簾10枚
　文化 3年（1806）1/30　 煙草1把　　　　　　センマツ　　→（相対交易）簾10枚
　文化 3年（1806）1/30　 米1升　　　　　　　ヌルルケ　　→（相対交易）簾10枚
　文化 3年（1806）2/9　　煙草1把　　　　　　センマツ　　→（相対交易）簾10枚
　文化 3年（1806）2/9　　煙草1把　　　　　　ヌルルケ　　→（相対交易）簾10枚
　文化 3年（1806）2/11　 米5合　　　　　　　ヱモンルヱマ→（貸）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イタラヱ相ノ→ 文化3/2/26 鯡1束（受）
　文化 3年（1806）3/20　 煙草1把　　　　　　イタラヱ相ノ→（貸）
　文化 3年（1806）4/5　　やや酒4盃　　　　　イタラヱ相ノ→（貸）
　文化 3年（1806）4/9　　煙草1把　　　　　　イタラヱ相ノ→（貸）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イタラヱ相ノ→ 文化3/5/26 鯡60束（受）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イタラヱ相ノ→ 文化3/5/28 鯡40束（受）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イタラヱ相ノ→ 文化3/6/1　鯡20束（受）

　　丑（文化2年）ノかやかし（6升入鍋1枚13俵半〔＝1把半〕＋下り2把半）14俵1把
　　　　　ヲベシ分かやかし（煙草6把＝2俵）　丑かやかし計16俵1把（14俵1把＋2俵）

� イタラヱ相ノ→ 文化3/6　　鯡4束（受）　　　　　　

　　　〆　　　　　イタラヱ相ノ　貸17俵半把－受17俵2把＝1把（半）過上（黒字）
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把
分
の
別
人
の
貸
付
分
を
自
分
の

「
丑
ノ
か
や
か
し
」
と
し
て
計
上
し
、

貸
付
の
総
計
が
「
か
し
〆
拾
七
俵
半

把
」
と
記
さ
れ
る
。
さ
き
に
計
上
さ

れ
て
い
た
「
か
や
か
し
」
分
で
あ
る

六
升
入
鍋
一
三
俵
半
に
「
丑
（
＝
文

化
二
年
）
ノ
か
や
か
し
」
で
あ
る
煙

草
六
把
を
足
す
と
一
六
俵
一
把
と
な

る
か
ら
、
文
化
三
年
分
の
貸
付
で
あ

る
煙
草
二
把
と
や
や
酒
四
盃
が
二
把

半
の
代
価
と
い
う
こ
と
に
な
る（

（3
（

。
こ

れ
に
対
し
イ
タ
ラ
ヱ
相
ノ
は
、
文
化

三
年
二
月
・
五
月
・
六
月
に
鯡
を
総

計
一
二
五
束
出
荷
し
て
お
り
、
そ
の

代
価
は
「
受
〆
拾
七
俵
弐
把
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
計
算
上
、
文
化
三
年

の
決
算
で
は
前
年
の
か
や
か
し
分
を

含
め
て
も
イ
タ
ラ
ヱ
相
ノ
側
が
一
把

半
黒
字
と
な
る
が
、
帳
簿
に
は
「
残

而
壱
把
過
上
」
と
記
さ
れ
、
一
把
の

黒
字
と
記
さ
れ
る
。
文
化
二
年
に

「
か
や
か
し
」
が
発
生
し
た
要
因
は
、

古
手

（
（3
（

と
と
も
に
鍋
を
入
手
し
た
こ
と

に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
海
鼠
漁

へ
の
参
入
や
次
年
度
の
和
製
品
入
手

の
抑
制
に
よ
り
、
負
債
が
解
消
す
る

ケ
ー
ス
の
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
干
鮭
や
鯨
の
出
荷
が

み
ら
れ
ず
、
そ
れ
を
交
易
せ
ず
と
も
必
要
な
和
製
品
が
入
手
で
き
た
場
合
の
あ
っ
た

こ
と
も
指
摘
で
き
よ
う
。

　

一
方
三
人
の
女
性
は
、
そ
れ
ぞ
れ
簾
生
産
を
前
提
と
し
た
現
金
交
易
と
簾
貸
と
に

よ
り
和
製
品
を
入
手
し
て
い
る
。
簾
貸
は
六
件
で
、
一
〇
月
に
煙
草
・
米
・
耳
金
・

夷
椀
の
貸
付
を
受
け
、
翌
年
一
月
～
三
月
に
簾
を
納
入
し
清
算
さ
れ
て
い
る
。
現
金

交
易
は
五
件
で
、
一
月
・
二
月
に
煙
草
・
米
と
簾
を
相
対
で
交
易
し
て
い
る
。
簾
の

生
産
は
一
〇
月
以
降
三
月
ま
で
（
お
そ
ら
く
冬
の
漁
閑
期
が
主
）
に
行
わ
れ
て
い
た

こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
簾
貸
の
清
算
に
お
い
て
、
ヱ
モ
ン
ル
ヱ
マ
が
米
五
合
分
の

代
価
を
支
払
っ
て
い
な
い
が
（
文
化
三
年
二
月
一
一
日
）、
こ
れ
は
イ
タ
ラ
ヱ
相
ノ

の
文
化
三
年
分
の
決
算
で
計
算
が
合
わ
な
か
っ
た
半
把
分
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
三
人
の
女
性
の
残
貸
分
が
「
数
子
帳
」
に
移
さ

れ
て
い
る
様
子
は
窺
え
な
い
。
簾
生
産
の
範
囲
内
で
の
交
易
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

に
な
る
。

　

以
上
の
水
産
物
・
簾
生
産
に
か
か
る
交
易
品
を
ま
と
め
た
も
の
が
【
表
1
】
と
な

る
。
軽
物
生
産
や
山
丹
交
易
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
点
を
含
め
、
家
計
の
全
体
像
を

結
ぶ
こ
と
は
困
難
だ
が
、
い
く
つ
か
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
生
産
物
に
関

す
る
性
差
に
つ
い
て
の
傾
向
や
、
負
債
の
生
じ
な
い
範
囲
で
一
家
が
獲
得
し
た
和
製

品
の
規
模
、
な
ら
び
に
出
荷
交
易
品
の
規
模
等
が
そ
れ
で
あ
る
。
今
後
、
帳
簿
の
全

体
像
を
描
く
作
業
の
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
い
き
た
い
。

お
わ
り
に

　

女
性
の
簾
生
産
は
、
漁
閑
期
の
仕
事
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
そ
の
一
方
で
、
秋
の
前

貸
（
簾
貸
）
を
清
算
す
る
た
め
の
ノ
ル
マ
と
な
っ
て
い
る
側
面
も
見
え
だ
し
て
い
る
。

ま
た
、「
か
や
か
し
」
の
存
在
か
ら
は
、
女
性
に
限
定
さ
れ
ず
ア
ニ
ワ
湾
岸
の
ア
イ

ヌ
全
体
が
、
一
九
世
紀
初
頭
に
は
番
家
に
よ
る
前
貸
清
算
の
サ
イ
ク
ル
に
組
み
こ
ま

【表1】「大福帳」「簾貸帳」にみるウシュナイ・イタラヱ相ノ一家の買入・出荷品：1804～1806�

買入品 出荷品

煙草 米 糀 やゝ酒 夷椀 耳金 鍋 古手 簾 鯡 煎海鼠

イタラヱ相ノ 3把 13升 8.5升 4盃 0 0 1 1枚 0 225束 600粒

ヱモンルヱマ 4把 1.5升 0 0 0 1提 0 0 40枚 0 0

ヌルルケ 2把 2升 0 0 2 1提 0 0 40枚 0 0

センマツ 3把 0 0 0 0 0 0 0 30枚 0 0

計 12把 16.5升 8.5升 4盃 2 2提 1 1枚 110枚 225束 600粒

©2014 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo)The University of Tokyo
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れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
一
方
で
、
こ
の
時
期
に
は
当
該
地
域
の
ア
イ

ヌ
全
体
が
、
日
本
の
商
人
の
“
債
務
奴
隷

（
（3
（

”
と
な
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も

指
摘
で
き
る
。
番
家
と
の
交
易
で
負
債
を
抱
え
ず
に
あ
る
条
件
と
し
て
は
、
一
家
内

に
複
数
の
取
引
主
体
（
生
産
主
体
）
を
抱
え
た
場
合
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
傾
向
と

し
て
は
高
価
な
和
製
品
（
小
袖
な
ど
）
を
交
易
し
た
場
合
、「
か
や
か
し
」
が
恒
常

化
す
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
だ
。
全
体
の
数
量
的
な
分
析
を
進
め
た
い
。

　

た
だ
し
、
軽
物
取
引
（
漁
閑
期
に
お
け
る
男
性
の
商
品
狩
猟
物
生
産
等
）
や
山
丹

交
易
（
負
債
も
含
め
）
に
関
す
る
帳
簿
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
各
家
計
の
全
体

像
を
語
る
こ
と
は
控
え
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
う
し
た
限
界
を
踏
ま
え
た
う
え
で
な

お
、
帳
簿
の
“
発
見
”
は
、
従
来
知
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
一
九
世
紀
初
頭
に

お
け
る
ア
ニ
ワ
湾
岸
地
域
の
ア
イ
ヌ
社
会
の
社
会
経
済
的
構
造
の
一
端
を
、
商
品
漁

獲
物
や
手
工
業
品
の
生
産
・
交
易
の
側
面
に
つ
き
、
ミ
ク
ロ
の
視
点
か
ら
精
緻
に
分

析
す
る
こ
と
の
叶
う
、
質
と
量
と
を
兼
ね
備
え
た
重
厚
な
一
次
史
料
を
得
た
こ
と
を

意
味
す
る
と
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
二
冊
の
交
易
帳
簿
は
、
一
九
世
紀
初
頭
の
ア
イ
ヌ
の
歴
史
を
考
え
る

う
え
で
も
、
日
露
関
係
史
を
考
え
る
上
で
も
、
極
め
て
貴
重
な
情
報
を
提
供
し
て
く

れ
る
史
料
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
こ
の
帳
簿
の
ロ
シ
ア
語
訳
を
交
え
た
翻

刻
・
出
版
の
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
出
版
に
よ
る
公
開
の
の
ち
に
、
よ
り
精

緻
な
検
討
・
分
析
を
お
こ
な
い
た
い
と
考
え
る
。

〔
注
〕

（
1
）		

保
谷
徹
「
サ
ハ
リ
ン
・
ア
イ
ヌ
交
易
帳
簿
の
『
発
見
』
と
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
二
〇
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
2
）		

以
下
、
特
記
し
な
い
事
項
の
出
典
等
に
つ
い
て
は
、
谷
本
晃
久
「
帳
簿
の
概
要
と

ア
イ
ヌ
交
易
研
究
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
二
〇
、
二
〇
一
〇
年
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
3
）		

サ
ハ
リ
ン
島
中
南
部
、
間
宮
海
峡
に
臨
む
ナ
ヨ
ロ
の
ア
イ
ヌ
首
長
家
に
伝
存
し
た

文
書
群
（
樺
太
ナ
ヨ
ロ
文
書
）
に
は
、
一
七
七
五
年
の
年
記
を
持
つ
満
文
の
文
書
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
文
書
は
大
陸
で
作
成
さ
れ
ナ
ヨ
ロ
の
ア
イ

ヌ
首
長
に
発
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
サ
ハ
リ
ン
島
現
地
で
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は

な
い
（
池
上
二
良
『
ツ
ン
グ
ー
ス
・
満
洲
語
資
料
訳
解
』
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、

二
〇
〇
三
年
）。

（
4
）		

ク
リ
モ
フ
，
ワ
ジ
ム
「
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
東
洋
古
籍
文
献
研
究
所
（
旧
東

洋
学
研
究
所
）
所
蔵
の
交
易
帳
簿
に
つ
い
て
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』

二
〇
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
5
）		

後
述
す
る
よ
う
に
「
大
福
帳
」
の
記
載
下
限
は
文
化
三
年
九
月
五
日
の
「
か
や
か

し
」
記
載
で
あ
り
（
四
九
一
丁
裏
〔
以
下
、「
４
９
１
ウ
」
と
表
記
〕
〜
四
九
二
丁
表

〔
以
下
、「
４
９
２
オ
」
と
表
記
〕）、
襲
撃
の
僅
か
六
日
前
の
記
録
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

（
6
）		

シ
ニ
ー
ツ
ィ
ン
，
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
〔
有
泉
和
子
訳
〕「
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

人
類
学
・
民
族
学
博
物
館
（
ク
ン
ス
ト
カ
ー
メ
ラ
）
が
蒐
集
し
た
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
・

ダ
ヴ
ィ
ド
フ
遠
征
関
係
資
料
に
つ
い
て
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
二

一
、
二
〇
一
一
年
）
一
〇
九
頁
。

（
7
）		

ク
リ
モ
フ
、
注
4
前
掲
論
文
。

（
8
）		

露
米
会
社
が
そ
の
営
業
を
停
止
し
た
の
が
一
八
六
三
年
で
あ
る
こ
と
は
示
唆
的
で

あ
る
（
森
永
貴
子
『
ロ
シ
ア
の
拡
大
と
毛
皮
交
易
』
彩
流
社
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
9
）		

『
北
海
道
史
』
第
一
（
北
海
道
庁
、
一
九
一
八
年
）
第
四
十
章
、
白
山
友
正
『
松
前

蝦
夷
地
場
所
請
負
制
度
の
研
究
』（
巌
南
堂
書
店
、
一
九
七
一
年
）
第
二
部
第
五
章
、

洞
富
雄
『
北
方
領
土
の
歴
史
と
将
来
』（
新
樹
社
、
一
九
七
三
年
）。

（
10
）		

同
様
の
形
式
を
備
え
た
交
易
帳
簿
は
、
天
保
期
以
降
の
も
の
に
つ
い
て
は
知
ら
れ

て
い
る
。
東
俊
佑
「
幕
末
蝦
夷
地
の
経
営
帳
簿
『
土
人
勘
定
差
引
帳
』」（『
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
二
〇
、
二
〇
一
〇
年
）
参
照
。

（
11
）		

岩
﨑
奈
緒
子
『
日
本
近
世
の
ア
イ
ヌ
社
会
』（
校
倉
書
房
、
一
九
九
八
年
）、
谷
本

晃
久
「「
夷
酋
列
像
」
を
よ
む
」（
荒
野
泰
典
編
『
日
本
の
対
外
関
係
6　

近
世
的
世

界
の
成
熟
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
12
）		

谷
本
晃
久
「
ア
イ
ヌ
の
「
自
分
稼
」」（
菊
池
勇
夫
編
『
日
本
の
時
代
史
19　

蝦
夷
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島
と
北
方
世
界
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）、
同
「
近
世
ア
イ
ヌ
社
会
に
お
け
る

交
易
品
生
産
活
動
」（
本
田
優
子
編
『
ア
イ
ヌ
の
交
易
世
界
』
札
幌
大
学
ペ
リ
フ
ェ
リ

ア
・
文
化
学
研
究
所
、
二
〇
〇
八
年
）、
松
本
あ
づ
さ
「
一
八
二
〇
年
代
の
ア
ッ
ケ
シ

場
所
に
つ
い
て
」（『
北
大
史
学
』
五
〇
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
参
照
。

（
13
）		

従
っ
て
「
簾
貸
帳
」
は
、
取
引
相
手
ご
と
に
集
計
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、

「
件
数
」
は
取
引
回
数
を
示
し
た
も
の
で
、
取
引
相
手
総
数
の
確
定
は
、
人
名
比
定
を

含
め
精
査
し
、
今
後
を
期
し
た
い
。

（
14
）		

松
前
藩
に
よ
る
柴
屋
に
委
任
し
た
カ
ラ
フ
ト
経
営
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
は
、
羽

太
正
養
編
「
休
明
光
記
附
録　

一
件
物
」
巻
之
三
、
二
十
七
号
文
書
（『
新
撰
北
海
道

史
』
第
五
巻
史
料
一
〔
北
海
道
庁
、
一
九
三
七
年
〕）
参
照
。

（
15
）		

以
上
、
柴
屋
の
カ
ラ
フ
ト
経
営
の
体
制
に
つ
い
て
は
、
羽
太
正
養
編
「
休
明
光
記

附
録
」
巻
之
七
、
七
号
文
書
（『
新
撰
北
海
道
史
』
第
五
巻
史
料
一
〔
北
海
道
庁
、
一

九
三
七
年
〕）、
三
保
喜
左
衛
門
談
「
唐
太
話
」（
高
倉
新
一
郎
編
『
日
本
庶
民
生
活
史

料
集
成
』
第
四
巻
〔
三
一
書
房
、
一
九
六
九
年
〕）
参
照
。

（
16
）		

谷
本
晃
久
・
深
澤
秋
人
「
蝦
夷
地
と
琉
球
」（
桃
木
至
朗
編
『
海
域
ア
ジ
ア
史
研
究

入
門
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
）
の
整
理
を
参
照
。

（
17
）		

と
く
に
小
皮
類
の
生
産
・
流
通
に
関
し
て
は
、
出
利
葉
浩
司
「
近
世
末
期
に
お
け

る
ア
イ
ヌ
の
毛
皮
獣
狩
猟
活
動
に
つ
い
て
」（『
国
立
民
族
学
博
物
館
研
究
報
告
』
三

四
、
二
〇
〇
二
年
）、
長
澤
政
之
「
藤
野
家
文
書
『
覚
』
に
み
る
軽
物
の
流
通
に
関
す

る
一
考
察
」（『
北
方
島
文
化
研
究
』
九
、
二
〇
一
一
年
）
な
ど
参
照
。

（
18
）		

佐
々
木
史
郎
『
北
方
か
ら
来
た
交
易
民
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
一
九
九
六
年
）。

（
19
）		

「
大
福
帳
」
に
は
「
一
、
阿
達
弐
拾
丸
／
入
／
現
金
帳
ニ
而
廻
し
」（
４
８
８
ウ
）

と
い
っ
た
記
載
が
あ
り
、
相
対
交
易
（
現
金
交
易
）
に
関
す
る
別
帳
（「
現
金
帳
」）

の
あ
っ
た
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、「
大
福
帳
」
は
前
貸
清
算

に
関
す
る
帳
簿
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
い
ま
は
断
定
を
避
け
た
い
。

（
20
）		

佐
々
木
利
和
『
ア
イ
ヌ
の
工
芸
』（
至
文
堂
、
一
九
九
五
年
）、
児
島
恭
子
「
ア
イ

ヌ
女
性
の
生
活
」（
菊
池
勇
夫
編
『
日
本
の
時
代
史
19　

蝦
夷
島
と
北
方
世
界
』
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）
一
八
六
頁
。

（
21
）		

早
切
の
交
易
記
載
は
、「
簾
貸
帳
」
の
本
文
に
は
な
い
。
従
っ
て
、
そ
の
集
荷
に
つ

い
て
は
別
帳
で
管
理
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
22
）		

田
島
佳
也
編
・
解
題
／
村
山
伝
兵
衛
著
「
松
前
産
物
大
概
鑑
」（『
日
本
農
書
全
書

58　

漁
業
1
』
農
文
協
、
一
九
九
五
年
）
三
二
頁
、
田
島
佳
也
「
干
場
で
の
身
欠
鯡

の
早
切
干
し
」（
菊
池
勇
夫
・
田
島
佳
也
編
『
日
本
近
世
生
活
絵
引
：
北
海
道
編
』
神

奈
川
大
学
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
研
究
推
進
会
議
、
二
〇
〇
七
年
）
九
八
～
九

九
頁
。

（
23
）		

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
ソ
ウ
ヤ
場
所
御
試
交
易
の
記
録
に
よ
る
と
、「
納
屋
と
は

浜
辺
に
柱
を
立
、
其
上
に
横
に
木
を
渡
し
、
夫
へ
束
た
る
鯡
を
懸
て
干
す
な
り
。
宗

谷
の
納
屋
も
高
さ
人
の
せ
ゐ
丈
け
に
て
、
長
さ
凡
三
十
間
程
、
幾
通
り
も
あ
る
な
り
」

と
あ
る
（
串
原
正
峯
「
夷
諺
俗
話
」〔
高
倉
新
一
郎
編
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』

第
四
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
六
九
年
版
〕
四
九
七
頁
）。
す
な
わ
ち
「
納
屋
」
と
は
、

身
欠
鯡
を
早
切
に
懸
け
て
干
す
た
め
の
構
造
物
を
指
す
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

（
24
）		

注
23
前
掲
「
夷
諺
俗
話
」、
四
九
七
頁
。

（
25
）		

同
右
史
料
、
五
〇
一
頁
。

（
26
）		

『
松
前
町
史
』
通
説
編
第
一
巻
下
（
松
前
町
、
一
九
八
八
年
）
七
五
二
頁
参
照
（
小

林
真
人
執
筆
）。

（
27
）		

注
24
に
同
じ
。

（
28
）		

享
和
元
年
一
〇
月
老
中
宛
蝦
夷
地
御
用
掛
進
達
書
添
付
「
中
村
小
市
郎
・
高
橋
次

太
夫
申
上
書
」（「
休
明
光
記
附
録
」
巻
之
七
、
九
号
文
書
、『
新
撰
北
海
道
史
』
第
五

巻
史
料
一
〔
北
海
道
庁
、
一
九
三
七
年
〕）
八
二
一
頁
。　

（
29
）		

「
大
福
帳
」
２
５
２
オ
～
２
５
３
オ
。

（
30
）		

「
簾
貸
帳
」
№
63
～
65
。
な
お
、
№
は
取
引
記
載
順
に
便
宜
的
に
付
し
た
も
の
で
あ

る
。

（
31
）		

「
簾
貸
帳
」
№
55
～
56
、
75
～
77
。

（
32
）		
「
簾
貸
帳
」
№
72
～
74
。

（
33
）		
帳
簿
に
お
け
る
計
算
上
、
米
の
計
量
単
位
で
あ
る
「
俵
」（
一
俵
＝
八
升
）
と
煙
草

の
計
量
単
位
で
あ
る
「
把
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
俵
と
把
と
の
関
係
は
、
一
俵
＝

三
把
と
な
っ
て
い
る
。

（
34
）		

寛
政
四
年
ソ
ウ
ヤ
場
所
御
試
交
易
の
レ
ー
ト
に
よ
る
と
、
鯡
一
束
＝
一
丸
＝
二
〇

本
と
さ
れ
て
い
る
（
注
23
前
掲
「
夷
諺
俗
話
」、
四
九
四
頁
）。

（
35
）		

つ
ま
り
、「
や
ゝ
酒
」
の
価
格
が
四
盃
＝
半
把
、
つ
ま
り
八
盃
で
一
把
と
い
う
こ
と
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に
な
る
。
浅
倉
有
子
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
近
世
蝦
夷
地
の
対
ア
イ
ヌ
交
易
に
お
い

て
一
盃
＝
二
合
五
勺
で
計
算
さ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
っ
た
と
い
う
（「
近
世
蝦
夷
地
に

お
け
る
漆
器
の
流
通
と
使
途
：
椀
と
台
盃
に
関
す
る
新
知
見
の
紹
介
」〔『
北
海
道
・

東
北
史
研
究
会
会
報
』
二
〇
一
二
年
度
第
一
号
、
二
〇
一
二
年
〕）。
す
な
わ
ち
、「
や
ゝ

酒
」
一
升
＝
煙
草
一
把
と
い
う
計
算
式
が
設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
36
）		

寛
政
四
年
ソ
ウ
ヤ
場
所
御
試
交
易
の
レ
ー
ト
に
よ
る
と
、
古
手
一
枚
の
代
価
は
米

九
～
一
二
俵
と
定
め
ら
れ
て
い
る
（
注
23
前
掲
「
夷
諺
俗
話
」
四
九
五
頁
）。

（
37
）		

高
倉
新
一
郎
『
ア
イ
ヌ
政
策
史
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
四
二
年
）
六
一
七
頁
。

【
付
記
】　

本
稿
は
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
四
日
に
開
催
さ
れ
た
ニ
コ
ラ
イ
・
Ａ
・
ネ
フ
ス

キ
ー
生
誕
一
二
〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
於
：
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東

洋
古
籍
文
献
研
究
所
）、
な
ら
び
に
同
年
一
〇
月
一
三
日
に
開
催
さ
れ
た
東
京
大
学

史
料
編
纂
所
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
研
究
集
会
「
日
本
史
史
料
共
同
研
究
の

新
た
な
展
開
」（
於
：
東
京
大
学
）
で
行
な
っ
た
報
告
を
基
に
成
稿
し
た
も
の
で
あ

る
。
史
料
の
閲
覧
・
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
両
研
究
所
に
よ
る
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。
記
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
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